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乳幼児期の社会情動的

発達を支える子育てとは？
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ヒトに普遍的な要因
養育負担の根源的重さ
ヘルパーの絶対的必要性
『集団共同型子育て』?

集団に特異的な要因
WEIRD文化

父親の実際的必要性? 集団に特異的な文化モデル
日本

母子関係中心主義の残存?

親 or 親以外による
養育行動

日本の急速なWEIRD化
家族構造＋生活スタイル

養育の直接的担い手とし
て父親のニーズの高まり

しかし日本の暗黙の文化
的養育信念として母子関
係中心主義が根深く残存

実態と信念の間の乖離
が由々しき問題として現
実的に噴出してきている
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子どもの生存に及ぼす正負の影響
-自給自足型社会における実態-

母親 父親 祖父 年長きょうだい祖母

父親の役割はきわめて
“facultative”[条件的]
→生態学的・社会経済的
条件等によってまちまち

→親族等のサポート源不
足の場合[≓核家族状況]
においては父親の養育
参加は必須不可欠化



• 時間軸上において上方・下方いずれかの変化パター
ンを示す親の存在はあるが、きわめて稀少

（→稀少だが、その変化の規定因を探る意味は大）

• 個人および夫婦関係の「初期値」(0歳時)の特徴が維
持されるケースが圧倒的大多数

• 子育てが開始される時点あるいはそれ以前の時点で
その後の子育ての質や子どもの発達の方向性がある
程度、予測できてしまう

→ 「それ以前」（妊娠期/胎児期）の枢要な意味

• 親の心身状態の安定性・胎内環境の健全性・親にな
るための準備体制構築・夫婦関係の調整・・・・・

→ 「それ以前」からの持続的・包括的支援の有効性 4



• アタッチメントと温かい応答性＋（父母間の役割調整を
経た形での?）適度な統制の相対的重要性

• 家族心理学における健康な家族：親密性/個の自律性尊重/家族内ルール・秩序

• 第3クラスターと第4クラスターの差異
• 3歳時のクラスターが今後の子どもの社会情動的発達
をいかに予測するか、またクラスターそのものがどう変
化していくかという問いを究める必要性

• 親の養育行動が子どもの発達を説明する分散はそう
大きくはない→他の要因の介在 （サーチライト型→バケツ型)

• それは何なのか?→「変数の網」を拡げる必要性
• 親子関係の文脈のみに閉じない調査の実現
• エビデンスに基づいた現代的集団共同型子育て構築
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